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●
午
前
９
時
40
分
〜
９
時
50
分

み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま

す
。

●
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

授
産
作
業
な
ど
を
し
ま
す
。
こ

の
日
は
、
下
仁
田
ネ
ギ
の
種
の
袋

詰
め
、
ナ
イ
ロ
ン
た
わ
し
作
り
、

ビ
ー
ズ
手
芸
、
さ
を
り
織
り
、
空

き
缶
の
回
収
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の

紙
を
苗
ポ
ッ
ト
に
加
工
す
る
作

業
、
さ
つ
き
や
野
菜
の
苗
を
育
て

る
作
業
、
流
木
磨
き
、
牛
乳
パ
ッ

ク
を
切
っ
て
紙
す
き
の
材
料
に
す

る
作
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
下
御
糸
小
学

校
３
年
生

47
人
が
施

設
見
学
に

訪
れ
ま
し

た
。
か
わ

い
い
訪
問

者
に
、
利

用
者
も
大

喜
び
の
様

子

で

し

た
。

●
午
前
９
時
〜
９
時
40
分

自
転
車
や
自
家
用
車
、
家
族
の

送
迎
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
利
用
者

が
到
着
し
ま
す
。
こ
の
日
は
24
人

の
利
用
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
障
害
者
通
所
授
産
施
設
あ
り
ん
こ
は
、

知
的
障
害
者
や
身
体
障
害
者
、
精
神
障
害
者
が
授
産
作
業
を
行
っ
た
り
、

日
中
を
過
ご
す
施
設
で
す
。

あ
り
ん
こ
で
は
、
障
害
者
一
人
ひ
と
り
の
障
害
特
性
に
合
わ
せ
た
支
援

計
画
を
立
て
て
支
援
す
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
に
根
ざ
し
た
施
設
づ
く
り
な
ど
、
障
害
者
地
域
福
祉
の
基
盤
と
な
る
よ

う
に
、
明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
を
忘
れ
ず
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
６
月
３
日
の
あ
り
ん
こ
利
用
者
の
一
日
を
密
着
取
材
し
ま
し

た
。
生
き
生
き
と
作
業
を
し
て
い
る
利
用
者
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

●
正
午
〜
午
後
１
時
10
分

お
待
ち
か
ね
の
昼
食
。
献
立
は
、

ご
飯
、
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
ー
、

チ
ン
ゲ
ン
菜
の
か
に
玉
あ
ん
か

け
、
春
雨
の
サ
ラ
ダ
、
中
華
ス
ー

プ
。
そ
の
後
は
昼
休
み
で
す
。
テ

レ
ビ
を
見
た
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
し
た
り
し
て
過
ご
し
ま
す
。

●
午
後
１
時
10
分
〜
３
時

平
常
は
グ
ル
ー
プ
別
に
作
業
を

行
い
ま

す

が

、

斎
王
ま

つ
り
前

日
の
た

め
、
テ

ン
ト
設

営
を
協

力
し
て

行
い
ま

し
た
。

●
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

掃
除
機
や
ほ
う
き
で
掃
除
を
し

ま
す
。

●
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

帰
宅
し
ま
す
。

職員とあいさつをする利用者。

下仁田ネギの種の袋詰め作業。

ナイロンたわしを編む作業。

コンピュータを使った作業。

マ
フ
ラ
ー
を
編
む
作
業
。

さ
を
り
織
り
の
縦
糸
を
張
る
作
業
。
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作
品
を
販
売
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

●特集　障害者通所授産施設ありんこの１日

【施設の概要】

〒515-0332 明和町馬之上914番地１

TEL53-0039・ファクス52-7610
Ｅメール＝arinko05@ma.mctv.ne.jp

敷地面積約1970平方㍍、延床面積565.2平方㍍

鉄骨造平屋建、全館バリアフリー

定員30人

【活動内容】

授産的要素…内職作業、農園芸、木工作業、空き缶

つぶしなど

デイサービス的要素…陶芸、療育活動など

就労促進的要素…ハローワークとの連携など

【そのほかのサービス】

送迎サービス、食事サービス

【経緯】

明和町障害者福祉計画に基づく障害者（児）生活支

援体制の中で、当事者やその家族、関係者の強い要望

により、明和町社会福祉協議会が建設を決定した。

明和町障害者福祉計画は平成14年３月に策定され、

平成13年度～平成17年度を計画期間としている。「みん

なの力をあわせ自分たちの手で自分たちの地域の福祉

を育てよう」がスローガン。

利用者の皆さんは15～69

歳で、毎日施設の送迎車や自

力、家族送迎などで通っても

らっています。授産施設とは

本来、何らかの理由で就労で

きない障害者の皆さんが、日

中活動の場、就労前教育を受

ける場として利用していただ

く場所となっていますが、障

害の重い皆さんにも楽しんで

利用していただけるような施

設づくりを目指しています。

ありんこでは、いろいろな作業、活動を行っていますが、こ

れらの授産活動で得た収入については施設の収入になるのでは

なく、材料費だけを差し引いて利用者の皆さんに「工賃」とし

て支払います。現在、炭作りや自主製品作りなどの作業をした

り、アルミ缶回収での収入など、これらの収益が工賃として支

払われてます。今後、年何回かのバザー、お祭りなども計画し

ていますので、ぜひお越しください。とにかく、利用者の皆さ

んの笑顔を大切にしていきたいと考えています。

【町民の皆さんへのお願い】

アルミ缶や牛乳パック、伐採した木などがあれ

ばお電話してください。こちらからいただきにお

じゃまします。

あ
り
ん
こ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
時
間

平
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
で
、
都
合
の
い
い
時
間

■
内
容

空
き
缶
つ
ぶ
し
、
炭
作

り
の
指
導
、
車
い
す
押
し
、
手

芸
品
の
仕
上
げ
、
内
職
仕
事
の

手
伝
い
な
ど

※
申
し
込
み
・
詳
し
く
は
、
あ
り

ん
こ
へ
。

あ
り
ん
こ
で
作
ら
れ
た
作
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

■
販
売
物

竹
木
炭
、
木
酢
液
、

竹
細
工
、
さ
つ
き
苗
、
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ッ
ト
、

さ
を
り
織
り
、
ビ
ー
ズ
細
工
、

名
刺
印
刷
な
ど

※
ご
注
文
・
詳
し
く
は
、
あ
り
ん

こ
へ
。

南部郁夫施設長のおはなし 出
店
し
ま
し
た

斎王まつりに

社会福祉法人明和町社会福祉協議会

障害者通所授産施設ありんこ

サツキ苗を選別する施設長（左）。
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町人権センターで５月18日、伊勢型紙歴

約20年の水谷俊生さんが講師になり、伊勢

型紙に使われる渋紙を使った切り絵教室が開

かれました。

この教室は、地域住民の皆さんが交流でき

る場を提供し、趣味の世界を広げることが目

的です。

参加した６人は、たくさんの図柄の中から

チューリップなどを選んで渋紙とはり合わ

せ、線に沿ってカッターで慎重に切り抜いて

作品を完成させました。

渋紙を使って切り絵教室

いつきのみや歴史体験館で５月21日、再

生段ボールを使って工作する「パパとわくわ

くダンボールクラフト」が行われ、父親15

人を含む19組54人の家族が参加しました。

これは、親子、特に父親に参加してほしい

と、子育て支援団体　おむすび（乾　茂子代

表）が企画しました。

参加者たちは、本田技研工業㈱鈴鹿製作所

社会活動推進センターの13人に指導しても

らい、ASIMO（アシモ）やＦ１カー、スクー

ターを作りました。

親子で段ボール工作

うにの
郷自然

体験工
房周辺

で

５月21
日、ビオ

トープ
まつり

が

開 催 さ
れ 、 約

200人が
参加し

ました。

このまつ
りは、同

工房に接
する約3

0㌃の荒
廃湿田跡

に本格

的なビオ
トープを

造る１期
事業の完

成の記念
と披露の

イベン

トとして
、NPO法

人うにの
郷クラブ

（樫本　
博代表）

が開催

したもの
です。

この日参
加者は、

整備され
た沼地に

ショウブ
やフトイ

を植

えたり、
池には子

どもたち
がメダカ

を放流し
たりしま

した。

また、子
どもたち

が楽しみ
にしてい

た泥の池
に入って

の宝

探しでは
、はだし

になった
大勢の子

どもたち
が、泥ん

こにな

って景品
の交換券

を探しま
した。

参加した
子どもは

、「泥の
中は歩く

のが大変
やったけ

ど、

楽しかっ
た」と交

換券を握
ってうれ

しそうに
話してい

ました。

うにの郷
でビオト

ープまつ
り



斎宮歴史
博物館と

いつきの
みや歴史

体験館

で５月2
8日、「親

子でうめ
ぼしづく

りにチャ

レンジ！
」が開か

れました
。

このイベ
ントは、

明和町子
どもの居

場所づ

くり事業
の一環で

、親子の
ふれあい

と伝統的

な食文化
の体験が

目的。町
内から1

8家族50

人が参加
しました

。

参加者た
ちは、同

博物館梅
林で梅の

実を採

った後、
同体験館

で薗田　
信さん（

中村）に

作り方を
教えても

らいなが
ら、持参

したつぼ

や瓶に梅
を仕込み

ました。

親子で梅
干しづく

り

中央公民館で５月22日、踊り愛好者の集

いが行われました。

今年で14回目を迎えるこの集いは、踊り

が好きな人の生きがい作りと地域の活性化が

目的です。36団体99人が参加し、日ごろの

練習の成果を披露しました。

この日は、親子３代で参加する人など、町

内外の小学生から高齢者まで幅広い年齢層の

参加者が日本舞踊やフラダンスを踊りまし

た。かわいい踊りなどに、観客席からは大き

な拍手が送られていました。

踊り愛好者の集い

総合体育館で５月24日、明和町老人クラ

ブ連合会カローリング大会が開かれ、９レー

ンで18チーム65人が健闘しました。

この大会は、高齢者の生きがいと健康づく

り推進事業の一環として、同連合会（村林孝

生会長）が主催しています。

カローリングは、ジェットローラーを12㍍

先のポイントゾーンに投球して相手チームと

得点を競う、誰もが楽しめる室内スポーツ。ゲ

ームを通して、会員たちは交流を深めました。

なお、大会結果は14ページをご覧ください。

体育館でカローリング大会

大淀ふれあいキャンプ場で５月15日、明

和町観光協会会員の交流事業としてアサリ貝

のつかみ取りと子ども賞品釣りが行われ、親

子連れなど会員約250人が参加してにぎわい

ました。

アサリ貝のつかみ取りでは、大人の部では

町長がつかみ取った貝の重さを基準とし、そ

れに近い重さの人から順に海産物やメロンな

どの賞品が渡されました。その後、アサリ貝

のみそ汁が振る舞われ、同会員らは明和町の

海の幸に舌鼓を打っていました。

アサリ貝のつかみ取り

5
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斎
王
ま
つ
り
に
５
万
５
０
０
０
人

悠悠悠悠
久久久久
のののの
平平平平
和和和和
をををを
祈祈祈祈
りりりり
竹竹竹竹
のののの
みみみみ
やややや
ここここ
へへへへ

鼓
や
斎
王
の
舞
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
催
さ
れ
、
ま
た
火
お
こ

し
の
儀
で
点
火
さ
れ
た
か
が
り
火

が
と
も
る
中
、
ゲ
ス
ト
の
T
H
I

S
に
よ
る
演
奏
な
ど
が
あ
り
、
多

く
の
観
客
が
楽
し
み
ま
し
た
。

「
第
23
回
斎
王
ま
つ
り
」（
斎

王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、

６
月
４
・
５
の
両
日
、
斎
宮
歴
史

博
物
館
を
主
会
場
に
開
か
れ
、
約

５
万
５
０
０
０
人
の
見
物
客
が
町

内
外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。

【
４
日
】

大
淀
の
「
斎

王
尾
野
湊
御
禊

場
跡
」
付
近
で

献
花
・
鎮
魂
の

儀

を

行

っ

た

後
、
一
時
雷
を

伴
う
夕
立
が
あ

り
関
係
者
を
心

配
さ
せ
ま
し
た

が
、
時
間
を
ず

ら
し
、
業
平
公

園
で
「
禊
（
み

そ
ぎ
）
の
儀
」

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、

古
式
ゆ
か
し
く

大
淀
沖
で
く
ん

だ
海
水
で
、
斎
王
が
身
を
清
め
る

儀
式
。
田
端
乃
理
子
さ
ん
（
大
淀
）

ふ
ん
す
る
斎
王
は
、
慎
み
深
く
海

水
で
身
を
清
め
ま
し
た
。
ま
た
、

同
公
園
で
は
、
業
平
夢
太
鼓
や
チ

ビ
ッ
コ
保
存
会
の
斎
王
（
い
つ
き
）

の
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
同
博
物
館
周
辺
で

開
催
さ
れ
た
前
夜
祭
で
は
明
和
太

業平公園へ向かう群行中の斎王。

禊の儀（業平公園）。

火おこしの儀。

ゲ
ス
ト
の
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
演
奏
。
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御神木奉迎送に合わせて歩く「第62回伊勢

神宮式年遷宮記念　御神木奉迎送７デイズウ

オーク」（御神木奉迎送ウオーク実行委員会

主催）が、最終日の６月10日、斎宮跡休憩所

を出発して行われました。

このウオークは、ご神木を切り出した長野

県上松町を同月４日に出発し、７日間で合計

約130㌔を歩くもの。この日は、７日間を通

して歩いている約25人を含む約250人の参加

者が法被を身に付け、伊勢市の度会橋までの

参宮街道約12㌔を歩きました。

御神木奉迎送７デイズウオーク

６月12日、いつきのみや歴史体験館から伊

勢神宮内宮までの参宮街道約19㌔を歩く「伊

勢まで歩講」が行われ、約350人が参加しま

した。

これは、おかげ参り300年祭のイベントの

一つとして伊勢市観光協会が行ったもので、

出発式で加藤伊勢市長と木戸口明和町長があ

いさつし、両市町のつながりを強調しました。

式の後、明和太鼓保存会の太鼓演奏の中、参

加者たちは伊勢に向けて出発。参宮道中の旅

姿装束の参加者もおり、沿道には見物客がた

くさん訪れていました。

伊勢まで歩講（あるこう）

平
安
装
束
姿
の
明
和
町
語
学
指
導
助
手

の
デ
イ
ビ
ッ
ト
さ
ん
（
左
か
ら
２
番
目
）

と
友
人
た
ち
。

【
５
日
】

５
日
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
斎
王

群
行
で
は
、
上
園
芝
生
広
場
で
献

花
・
鎮
魂
の
儀
が
行
わ
れ
、
皇
學

館
大
学
雅
楽
部
に
よ
る
演
奏
な
ど

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
発
式
の
後
、

十
二
単
（
ひ
と
え
）
を
身
に
ま
と

っ
た
田
端
さ
ん
が
惣
華
輦
（
そ
う

か
れ
ん
）
と
い
う
輿
（
こ
し
）
に

乗
り
込
み
、
参
宮
街
道
を
経
由
し
、

メ
ー
ン
会
場
ま
で
の
道
の
り
２
キ

ロ
を
１
５
０
人
が
厳
か
に
群
行

し
、
群
行
を
一
目
見
よ
う
と
大
勢

が
道
端
に
な
ら
び
、

カ
メ
ラ
を
持
っ
た

人
た
ち
が
し
き
り

に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ

た
群
行
当
日
に
は
、

同
会
場
の
芝
生
で

は
地
元
特
産
物
の

即
売
や
バ
ザ
ー
、

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
も
あ
り
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

同
実
行
委
員
会
で
は
、
第
23
回

斎
王
ま
つ
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
５
０
０

０
円
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
お

群行中の子ども斎王。

参
宮
街
道
を
群
行
中
。

皇
學
館
大
学
雅
楽
部
に
よ
る
演
奏
。

申
し
込
み
は
、
T
E
L
5
2-

０

０
５
４
・
フ
ァ
ク
ス
5
2-

７
２

７
４
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
＝

saioh
@
fp.su

b
.jp

へ
。
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人権課 TEL52-7116・FAX52-7133
町人権センター TEL・FAX55-3052

学校教育課 TEL52-7123・FAX52-7133
生涯学習課 TEL52-7124・FAX52-7133

人
権
擁
護
委
員
の

交
代

ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か

１
年
間
の
行
事
予
定
と
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
台
紙
を
一
枚
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
し
、
自
治
会
な
ど
を
通

じ
て
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
講

座
・
講
演
会
な
ど
に
参
加
す
る
と

き
は
、
台
紙
に
名
前
を
書
い
て
会

場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
受
付
で

ス
タ
ン
プ
を
押
印
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
個
人
参

加
で
す
の
で
、
複
数
枚
必
要
に
な

る
場
合
は
、
参
加
さ
れ
た
と
き
に

受
付
で
用
紙
を
ご
希
望
く
だ
さ

い
。年

間
を
通
し
て
ス
タ
ン
プ
を
８

個
以
上
集
め
た
人
に
は
、
賞
品
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
引
き
換
え
は

来
年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
引
き
換
え
方
法
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
広
報
め
い
わ
平
成
18
年
３

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
年
度

途
中
で
紛
失
さ
れ
る
と
ス
タ
ン
プ

が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
・
詳
し
く
は
、
生

涯
学
習
課
・
学
校
教
育
課
・
人
権

課
・
町
人
権
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ

か
へ
。

「
い
ば
ら
ま
ん
じ
ゅ
う

づ
く
り
と
お
い
し
い

日
本
茶
の
入
れ
方
」

■
と
き

７
月
27
日(

水)

午
前

９
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
定
員

40
人
（
先
着
順
・
親
子

参
加
歓
迎
）

■
参
加
費

２
０
０
円
（
材
料

費
・
当
日
徴
収
）

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
ふ
き
ん

■
申
し
込
み

７
月
11
日(

月
）

〜
15
日(

金
）
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
に
、
学
校
教
育

課
（
役
場
２
階
）
か
町
人
権
セ

ン
タ
ー
へ
（
電
話
に
よ
る
申
し

込
み
も
可
）

■
今
後
の
予
定

10
月
＝
こ
け
だ

ま
作
り
▽
11
月
＝
ト
ー
ル
ペ
イ

ン
ト
▽
12
月
＝
革
細
工
▽
２

月
＝
手
打
ち
う
ど
ん

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
・
学

校
教
育
課
・
人
権
課
・
町
人
権
セ

ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
へ
。

人
権
擁
護
委
員
の
下
村
登
良
男

さ
ん
が
６
月
30
日
に
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

後
任
は
田
中
紀
正
さ
ん
（
T

E
L
5
2-

０
０
４
７
）
で
す
。

第
１
弾

「
楽
し
い
手
作
り
教
室
」

人権センターでは、夕涼み会を次のとおり開催しま

す。同会は今年で６回目を迎え、地域の皆さんに親し

まれるお

祭りにな

ってきて

います。

皆さん、

ぜひお出

掛けくだ

さい。

■とき ７月

16日 ( 土 )
午後５時～

９時（雨天

順延）

■ところ 町人権センター

■内容 金魚すくい・ゲーム・飲食コーナー・カラオ

ケ・不用品バザーなど

※詳しくは、町人権センターへ。

みんなで来てね

夕涼み会（７月16日開催）

ひ
と
・
ま
ち
・
ふ
れ
あ
い
企
画
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広報めいわ　広報めいわ　2005年７月号年７月号 広報めいわ　2005年７月号 

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

自宅周辺・高齢者に注意を！
～交通事故多発中～

明和町では、この３カ月で３件（３人）の死亡事故が

発生するなど、交通事故が多発しています。また、松阪

警察署管内でも、この３カ月で11件（12人）の死亡事故

が発生しており、憂慮すべき事態となっています。

最近の事故発生状況から、次のことに特に注意を払っ

てください。

●自宅周辺１㌔以内の「身近な道路」でも油断しない

●高齢者の動きには特に注意する

●青信号でも決して油断せず、周りに注意する

また、７月11日(月)から20日(水)までの10日間、「夏
の交通安全県民運動」がスタートします。初日にはイオ

ン明和ショッピングセンターで「交通安全大会」も実施

されます。ぜひ、ご参加いただき、皆さん１人ひとりが

交通安全への意識を高めましょう。

■とき ７月11日(月) 午前10時30分～

■ところ イオン明

和ショッピングセ

ンター北側駐車場

普
通
救
命
講
習
会
に

26
人
が
参
加

５月16日 
～６月15日 

 今年１月 
からの累計 

昨年同時期 
 との比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死者数 

物損事故件数 

71件 

18件 

21人 

1人 

53件 

366件 

84件 

126人 

3人 

282件 

＋33件 

ー5件 

＋8人 

＋1人 

＋38件 

■町内の交通事故発生状況（平成17年６月15日現在） 

～子に示す　次の青まで　待つ余裕～ 

 

 

家族や同僚などが「もしも」のとき、救

命の手助けができる応急手当の講習会を行

います。

■とき ７月23日(土) 午前９時～午後５

時

■ところ 松阪市消防・防災訓練センター

（松阪市宮町164番地１）

■講習内容 ①応急手当の重要性②応急手

当の対象者とその必要性③成人・小児・

乳児・新生児に対する救命に必要な応急

手当（心肺蘇生（そせい）法・止血法）

④そのほかの応急手当（傷病者管理法・

外傷手当要領・搬送法）

■募集人数 30人（先着順）

■受講料 無料

■募集期間 ７月11日(月)～（定員になり
次 第 締 め 切

り）

■申し込み 松

阪地区広域消

防組合消防本

部または、最

寄りの消防署

で受講申込書

に必要事項を記入の上、提出してくださ

い

■そのほか 受講修了者には、上級救命講

習修了証を交付します

※詳しくは、同組合明和消防署（TEL52-
5600）へ。

上級救命講習会を開催上級救命講習会を開催

中
央
公
民
館
で
５
月
29
日
、
明

和
消
防
署
に
よ
る
普
通
救
命
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
26

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
で
は
、
救
命
の
ビ

デ
オ
視
聴
・
救
急
救
命
士
の
講
演

の
後
、
心
肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）
法

の
実
習
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
４
月
に
あ
っ
た

列
車
事
故
で
、
近
く
の
工
場
の
皆

さ
ん
が
救
出
に
当
た
っ
た
と
聞

き
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
わ
た

し
の
住
ん
で
い
る
団
地
に
は
高
齢

者
が
多
く
、
万
が
一
の
と
き
に
何

か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思

い
、
参
加
し
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
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国
で
は
、
戦
後
60
周
年
に
あ
た

り
、
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
対

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た

め
、
特
別
弔
慰
金
（
第
８
回
特
別

弔
慰
金
）
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者

平
成
17
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

●
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、

１
　
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

受
給
し
た
人

２
　
戦
没
者
な
ど
の
子

３
　
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹
（
戦
没
者
と
生
計
関
係

を
有
し
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど

は
除
く
）

４
　
前
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

戦戦
没没
者者
なな
どど
のの
ごご
遺遺
族族
にに

第第
８８
回回
特特
別別
弔弔
慰慰
金金
がが
支支
給給
ささ
れれ
まま
すす

町では、平成13年から障害者福祉の向上

のために「明和町障害者福祉計画」を策定

し、諸施策を実施してきました。

このたび、この「明和町障害者福祉計画」

の期間の満了が近づいていることから、町

では新たな「明和町障害者福祉計画」を策

定し、平成19年度から施行していくことを

計画しています。

新しい「明和町障害者福祉計画」の策定

にあたっては、策定委員会を設置すること

にしています。町民の皆さんにも策定委員

に加わっていただいて、より充実した計画

を策定していきたいと考えており、今回策

定委員を次のとおり募集することにしまし

た。

明和町の障害者福祉に関心のある人、意

欲のある人の応募をお待ちしています。

■対象者 町内に在住する20歳以上の人

■任期 明和町障害者福祉計画の公表の日

まで

■募集人員 ２人（応募者多数の場合は抽

選）

■募集期間 ７月19日(火)まで
■応募先 福祉課福祉係

※そのほかご意見・ご質問などがありまし

たら、福祉課福祉係（TEL52-7115）へ。

明和町障害者福祉計画の策定委員募集

外出支援事業、紙おむつ券支給事業の受給基準

などが変更されます。

町では、介護予防・地域支え合い事業の一環と

して、外出支援事業、紙おむつ券給付事業を行っ

ていますが、７月１日から受給基準および利用料

などが次のとおり変更となります。

【外出支援事業】

■対象者 医療機関への通院手段でお困りの単身

高齢者（65歳以上）または高齢者のみの世帯

で町民税非課税世帯に属する人

■利用料 町内＝１回につき700円、町外＝１回
につき1,500円

【寝たきり老人など紙おむつ券給付事業】

■対象者 次のすべてに該当する人①介護認定の

要介護度が４、５の寝たきり老人または要介護

度２～５の認知症老人②紙おむつの負担が１カ

月10,000円以上になる人③施設入所や入院患

者でない人④町民税非課税世帯に属する人

※詳しくは、福祉課（TEL52-7115）へ。

外外出出支支援援事事業業のの
一一部部受受給給基基準準のの変変更更

７月１日

５
　
前
記
１
〜
４
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死

亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

生
計
関
係
を
有
し
た
人
に
限

る
）

特別弔慰金説明会日程表 

７月26日(火)　 大淀会館 

　　27日(水)　 ふれあい会館 

　　28日(木) 　いつき会館 

　　29日(金) 　明星会館 

８月１日(月)　 みいと会館 

ところ 対象地区 とき 

 

大淀 

上御糸 

斎宮 

下御糸 

明星 

※開催時間はいずれも午後２時～ 

■
支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10

年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31

日

※
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
福
祉
課

（
T
E
L
5
2-

７
１
１
５
）
へ
。



■夜間・休日の小児科救急 

■小児科の入院診療 

伊勢市休日夜間応急診療所 
TEL25-8795 
平日夜間…医師１人 

休日・祝祭日…内科１人、小児科１人 
 
 

※２ 
山田赤十字病院 
　　小児科病棟 

伊勢市立総合病院 
　小児科外来 

地域の診療所 
クリニック 

伊勢市休日夜間応急診療所 

１次救急 ２次救急 

松阪市休日夜間応急診療所 
TEL0598-23-1364 
 

１次救急 ２次救急 

伊勢地区 

伊勢地区 

松阪地区 

松阪地区 

※1 
山田赤十字病院小児科 
TEL28-2171

※1 
松阪中央総合病院小児科 
TEL0598-21-5252

※２ 
松阪中央総合病院 
　　小児科病棟 

済生会松阪総合病院 
松阪市民病院 
　小児科外来 

地域の診療所 
クリニック 

松阪市休日夜間応急診療所 

 

 

 
 
 

1111

 
広報めいわ　広報めいわ　2005年７月号年７月号 広報めいわ　2005年７月号 

花火は子どもたちにとって楽しい遊びのひとつです。

しかし、家庭で手軽に遊んでいる花火も原料は火薬です。

正しく遊ばないと火事ややけどの原因になります。花火

で遊ぶときには次のルールを守りましょう。

①花火に書いてある説明をよく読んで、遊び方を守りま

しょう。

②子どもだけで遊ばないで、大人と一緒に遊びましょう。

③風の強い日は遊ばないようにしましょう。

④水入りバケツを用意して、火とごみの始末をしましょ

う。

⑤人や家に花火を向けたり、燃えやすい物のある場所で

遊ばないようにしましょう。そして、衣服に火が付かな

いように気を付けましょう。

⑥花火をほぐしたり、一度にたくさんの花火に火を付け

ないで遊びましょう。

⑦打ち上げ花火は、途中で火が消えたときは、筒の先に顔

や手を出さないようにしましょう。

⑧花火をポケットに入れないようにしましょう。

※詳しくは、明和消防署（TEL52-5600）へ。

河川名 
項　　　目 備　　考 

ＰＨ ＳＳ ＤＯ 採水日 

祓　川  5月11日 

 5月11日 

 5月11日 

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

大堀川 

笹笛川 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

7.1

8.3

8.8

1.0

1.3

1.9

10.0

17.0

20.0

7.2

7.7

6.9

●
小
児
の
時
間
外
１
次
救
急
（
ま

ず
最
初
に
か
か
る
医
療
施
設
）

は
、
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
が

行
い
ま
す
。

●
小
児
の
時
間
外
２
次
救
急
（
入

院
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
病

気
、
ま
た
は
、
よ
り
専
門
の
治

療
が
必
要
な
病
気
の
と
き
）
は
、

輸
番
制
に
関
係
な
く
、
左
表
※

１
の
病
院
が
担
当
し
ま
す

●
小
児
の
入
院
診
療
は
左
表
※
２

の
病
院
が
担
当
し
ま
す
。

７７
月月
１１
日日
かか
らら

伊伊
勢勢
・・
松松
阪阪
地地
区区
のの
小小
児児
医医
療療
がが
変変
わわ
りり
まま
すす

ルールを守って楽しい花火ルールを守って楽しい花火

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
T
E

L
5
2-

７
１
１
５
）
ま
た
は
、

各
戸
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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楽しもう！楽しもう！

ふるさとの夏ふるさとの夏

大淀祇園祭（山車引き回し）。（昨年）

坂本の天王祭。（昨年）

有爾中の羯鼓踊り。（昨年）池村の虫送り。（昨年）

〈大淀海岸海開き〉
とき ７月２日(土) 午前９時30分～
ところ 大淀海岸

〈算所の祇園祭〉
とき ７月９日(土) 午後７時～
ところ 算所地内

〈上村の天王祭〉
とき ７月９日(土) 終日
ところ 上村地内

〈大淀祇園祭〉
とき ７月30日(土) 午後１時～

（花火大会＝午後７時～）
ところ 大淀地区一円
※29日(金)は東区で、当日は山大淀で
も山車がでます

〈坂本の天王祭〉
とき ７月14日(木) 午後7時～
ところ　坂本神社

〈蓑村の虫送り〉
とき ７月13日(水) 午後７時～
ところ 蓑村地区

〈池村の虫送り〉
とき ７月９日(土) 午後７時～
ところ 池村地区

〈有爾中の羯鼓
かんこ

踊り〉
とき ７月17日(日) 午後１時～
ところ 宇爾桜神社
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本
号
が
届
く
頃こ
ろ

に
は
、
す
で
に
終
わ
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
７
月
２
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
藤
田
紘
一
郎
先
生

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

明
和
町
上
野
の
出
身
で
、
明
星
小
学
校
の
卒
業

生
と
し
て
、
母
校
で
の
「
課
外
授
業
よ
う
こ
そ
先

輩
」
を
ご
覧
に
な
っ
た
町
民
の
方か
た

も
多
数
み
え
る

か
と
思
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
、
洒
脱

し
ゃ
だ
つ

な

語
り
口
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
赤
信
号
が
灯と
も

っ
て

い
ま
す
。

情
緒
不
安
定
や
体
格
が
良
く
て
体
力
が
無
い
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

小
児
ぜ
ん
そ
く
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
幼
児
性
成
人

病
に
歯
止
め
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

昨
年
12
月
、
東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

で
町
村
長
自
治
研
究
会
の
講
師
と
し
て
出
席
さ
れ

そ
の
講
演
内
容
に
深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
故
郷
明
和
町
へ
お
越
し
い
た
だ
き
た
い

と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
諾
を
頂
き
ま
し
た
。

若
い
お
母
さ
ん
方が
た

に
ぜ
ひ
聴
講
し
て
ほ
し
い
と

念
じ
て
い
ま
す
。

７
月
９
日
、
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
で
の

京
都
の
著
名
な
タ
レ
ン
ト
で
あ
る
市
田
ひ
ろ
み
さ

ん
の
講
演
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

人
生
を
豊
か
に
送
る
た
め
に
、
講
演
会
へ
積
極

的
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す
。

万
緑
に
心
も
深
く
染
ま
り
ゐ
て
　
　
　
　
　
眞
澄

町長サロン
藤
田
紘
一
郎
先
生
木
戸
口
　
眞
澄

 
広報めいわ　広報めいわ　2005年７月号年７月号 広報めいわ　2005年７月号 

ＭＣ（明和チャイルド）くらぶ

●とき・対象児 ７月13日(水)＝
平成14年12月生まれ、８月24

日(水)＝平成15年１月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分までに

●持ち物 母子健康手帳・発達調

査票

１歳６カ月児の健康診査

●とき・対象児 ７月８日(金)＝
平成15年12月生まれ、８月５

日(金)＝平成16年１月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

３歳児の健康診査

●とき・対象児 ７月15日(金)＝
平成13年12月生まれ、８月19

日(金)＝平成14年１月生まれ
●ところ 福祉センター

●受付時間 午後１時10分～１時

30分

●持ち物 母子健康手帳・健康診

査票

育児相談と妊産婦指導

●とき・対象者 ７月６日(水)・
８日(金)・８月３日(水)・５日
(金)＝乳幼児と妊産婦で月齢は
不問

●ところ 福祉センター

●受付時間 午前９時30分～10

時30分

●持ち物 母子健康手帳

●申し込み 相談する人の名前

（子どもの場合は生年月日）・電

話番号を、前日までに福祉課へ

各種検診など
お問い合わせ・詳しくは、

福祉課（TEL52-7115）へ。

蓑
村
の
虫
送
り
。（
昨
年
）

算
所
の
祇
園
祭
。（
昨
年
）

上
村
の
天
王
祭
。（
昨
年
）



「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
あ
い

さ
つ
は
、「
朝
早
く

か
ら
起
き
て
の
仕

事
に
、
精
が
出
ま

す
ね
。
ご
苦
労
さ

ま
」
な
ど
、
相
手

を
ね
ぎ
ら
う
意
味

が
あ
る
そ
う
で
す
。

声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
関
係
が

な
ご
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
つ
く
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
、
声
を
掛
け
て
も
掛
け

ら
れ
て
も
、
さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

町
青
少
年
指
導
員
協
議
会
で
は
、
７
月
５
日
早

朝
か
ら
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
、
通
学
す
る
児
童
生
徒
や
通

勤
す
る
皆
さ
ん
、
町
を
行
く
人
々
と
、
お
互
い
に

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
青
少
年
指
導
員
協
議
会
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
内
・
T
E
L
5
2-

７
１
２
４
）

へ
。

■資格 高等学校卒業（見込み含む）

以上で24歳未満

■受付期間 ９月９日(金)～９月30
日 (金)

■試験日 １次＝10月16日(日)、
２次＝11月18日(金)～19日(土)

＜一般曹候補学生＞

■資格 18歳以上24歳未満

■受付期間 ８月１日(月)～９月８
日 (木)

■試験日 １次＝９月17日(土)、２
次＝10月８日(土)～14日(金)

＜曹候補士＞

■資格 18歳以上27歳未満

■受付期間 ８月１日(月)～９月８
日 (木)

■試験日 １次＝９月17日(土)、２
次＝10月８日(土)～14日(金)

＜２等陸・海・空士＞

■資格 18歳以上27歳未満

■受付期間 男子＝年間を通じて

（土曜・日曜・祝祭日を除く）、女

子＝８月１日(月)～９月８日(木)
■試験日 来年度採用者男子＝９月

19日(月)、女子＝同26日(月)
※詳しくは、自衛隊伊勢募集事務所

（TEL23-3880・ホームページ＝
http://www.mie.plo.jda.go.jp/）へ。

(財)21世紀職業財団では、育児・
介護・家事代行の情報を電話で提供

しています。

仕事も家庭も大切にしたい…そん

なあなたのホットラインです。

■電話番号 059-226-2020

■受付時間 月曜日～金曜日（祝日

を除く） 午前９時30分～午後４

時30分

■情報提供内容 育児情報、介護情

報、家事

代行情報

■情報提供

料 無料

※詳しく

は、同財団

三重事務所

（TEL059-228-2300・ホームペー
ジ＝http://www.2020net.jp）へ。

フレーフレー・テレフ
ォンのご利用を

1414

スポーツ結果

◇ソフトボール春季大会（５月15

日・明和中学校グラウンド・参加４

チーム）

①明友会②明星③花園

◇軟式野球春季大会（議長杯）（５

月19日・総合グラウンド・参加５チ

ーム）

①ドリンカーズ②アクターズ③山田

さん

◇第７回春季ソフトバレーボール大

会（５月22日・総合体育館・参加

58チーム400人）

ブロンズの部＝③ナイスデーＹ、ゴ
ールドの部＝③ナイスデーGB、レデ
ィースの部＝③ネイバーズ

◇明和町老人クラブ連合会カローリ

ング大会（５月24日・総合体育館・

参加18チーム65人）

①上御糸ひまわりチーム②明星さく

らチーム③上御糸佐田Ａチーム

◇第２回小学生バドミントン交流大

会（５月29日・総合体育館）（敬称略）

４年生の部＝①中西理緒②中村有

花、６年生の部＝①頓部美有紀②森
嶋千明

皆さん
おお互互いいにに
ああいいささつつ
ししままししょょうう

昨年のあいさつ運動の様子。（斎宮駅前）
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ふるさと会館では、町老人クラブ

連合会主催の「趣味の作品展」を開

催します。ぜひご鑑賞ください。

■とき ７月12日(火)～31日(日)
■ところ ふるさと会館２階　展示

コーナー

※詳しくは、同館（TEL52-7131）
へ。

明和町観光協会では大淀祇園祭・

花火大会のフォ

トコンテストを

実施します。

■応募規定 サ

イズ４ッ切り

のみ（作品の

裏に題名、住

所、氏名、電

話番号を記入）

■ 応 募 先 　 明 和 町 観 光 協 会

（TEL52-0055・〒515-0321明和
町大字斎宮2811）

※詳しくは、同観光協会へ。

■とき ８月20日・27日・９月３

日・10日・17日・24日・10月８

日・15日の土曜日８回　午前９時

30分～正午

■ところ 総合体育館柔道場

■対象 町内の小学１年生～３年生

の男女

■講師 川口達雄さんほか

■参加費 平成17年度「明和スポー

ツクラブ登録証」を持っている

人＝500円、持っていない人＝

1,000円

■申し込み方法 参加費を添えて、

７月31日(日)までに総合体育館へ
※詳しくは、明和スポーツクラブ

（総合体育館内・TEL52-7130）へ。

水泳が不得意な小学生を対象とし

た水泳スクールを実施します。

■とき ８月８日(月)・９日(火)・
10日(水)・11日(木)

■そのほか ７月中に町内小学校へ

案内文書（申し込みも）を配布

※詳しくは、明和スポーツクラブ

（総合体育館内・TEL52-7130）へ。

女子ソフトボールでは、部員を募

集しています。毎週土曜日に中学校

Ｂコートでナイター練習をしていま

す。一緒に楽しみませんか。

※詳しくは、総合体育館（TEL52-
7130）へ。

■とき ７月23日(土) 午後５時～

10時（雨天の場合は24日(日)）
■ところ 斎宮小学校校庭

■内容 踊り（レコード踊り・しょ

んがい・よさこいソーラン・フラ

ダンス）、バザー（自治会・小学

生など）、ゲームほか
※詳しくは、月・水・金曜日の午前

９時～午後５時に、いつき会館

（TEL52-6237）へ。

消費生活グループ（すずしろ）で

は、廃油を使ってリサイクル石けん

を作ります。一度体験してみません

か。

■とき ７月14日(木) 午前９時～正
午

■ところ 中央公民館

■内容 家庭から出る天ぷら油の廃

油を使ったリサイクル石けん作り

■持ち物 エプロン・軍手・マス

ク・１㍑牛乳のパック２本（つぶ

してない物）・廃油（持ってこら

れる人）

■申し込み 産業課商工観光係

（TEL52-7138）
※同グループでは、随時会員を募集

しています。詳しくは、産業課商工

観光係へ。

＜航空学生＞

■資格 高等学校卒業（見込み含む）

以上で21歳未満

■受付期間 ８月1日(月)～９月８
日(木)
■試験日 １次＝９月23日(祝)、２
次＝10月15日(土)～20日(木)、
３次＝11月14日(月)～12月９日
(金)

＜看護学生＞

自衛隊の隊員を募集

廃油石けん作りの
参加者を募集

斎宮ふれあい祭を開催

女子ソフトボールの
部員を募集

小学生水泳スクールの
参加者を募集

柔道スクールの参加者
を募集

大淀祇園祭・花火大会
の写真作品を募集

ふるさと会館で趣味の
作品展

15

納税は忘れず！
今月は下記のとおりです
●町県民税・×

●固定資産税・２期

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・４期

●介護保険料・４期
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発
行
日
／
平
成
1
7
年
７
月
１
日
 

発
　
行
／
明
和
町
 

〒
515－

0332 三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
 

T
EL 0596 －

52－
7114　

FA
X
 0596－

52－
7133

7
月
号
 
2
0
0
5
 

N
o
.4
5
2

【明和町ホームページ】
http://www.town.meiwa.mie.jp

「
田
舎
で
暮
そ
う
」
と
い
う
雑
誌
を
手
に
取
っ
た
。

老
後
は
都
会
か
ら
田
舎
に
越
し
て
、
畑
を
耕
し
野
菜

を
作
る
。
自
然
と
共
に
生
活
す
る
こ
と
に
あ
こ
が
れ

る
人
が
多
い
と
書
い
て
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
ん

な
夢
の
よ
う
な
生
活
を
わ
た
し
は
し
て
い
る
。
夏
に

は
セ
ミ
が
鳴
き
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
電
車
が
通
れ
ば
裏

の
田
ん
ぼ
の
水
に
明
か
り
が
映
る
。
そ
ん
な
環
境
で

生
活
で
き
る
わ
た
し
た
ち
は
最
高
に
幸
せ
で
あ
る
。

【
裏
・
ア
サ
リ
貝
の
つ
か
み
取
り
】
つ
か
み
取
り

と
い
っ
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ
。
「
好
き
な
だ
け
取
り
な

さ
い
」
と
母
親
に
言
わ
れ
た
幼
児
は
、
１
つ
だ
け
つ

ま
ん
で
い
た
。
か
と
思
え
ば
、
ぐ
わ
っ
と
開
い
た
手

の
ひ
ら
を
上
に
向
け
、
山
盛
り
に
す
く
い
、
さ
ら
に

手
首
か
ら
腕
に
か
け
て
ま
で
貝
を
載
せ
る
妙
技
を
繰

り
出
す
人
も
い
た
。
後
者
は
、
今
後
お
菓
子
の
つ
か

み
取
り
な
ど
で
使
い
た
い
技
で
あ
る
。

■最大震度別地震回数（平成17年５月11日～６月15日） 

震　度 

全　国 

明和町 

７ ６強 ６弱 ５強 ５弱 ４ ３ ２ １ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

0 0 0 0 1 4 14 36 78 133

0 0 0 0 0 0 0 0 00

ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが、次のとおり行いま

す。

■とき・内容 ７月24日(日) 午後２時～＝絵本「ス

イミー」、紙芝居「ゲンさんのてんのぼり」ほか

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【今月の休館日】
４日(月)・11日(月)・18日(祝)・19日(火)・25日(月)

※詳しくは、ふるさと会館（TEL52-7131）へ。

4日(月)行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）
11日(月)心配ごと相談（午後１時30分～４時）
19日(火)心配ごと相談（午後１時30分～４時）
25日(月)心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●土器づくり体験
ー古代の土器をつくろうー

古代の土器の皿や椀（わん）について学び、形や

作り方を参考にして土器づくりに挑戦しましょう。

■とき ７月23日(土) 午前10時～正午

■講師 陶芸家　藪谷尚子さん

■参加費 700円

■定員 20人（予約制）

■そのほか

作品は乾燥

後に焼成し

ます。連絡

し ま す の

で、当館ま

で取りにお

越しくださ

い

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（TEL52-
3890）へ。

今月のお話会・ふるさと会館

今月の心配ごと相談・福祉センター
わたしは、根

付（ねつけ）彫

刻をしています。

根付彫刻を始

めたのは35歳ご

ろで、平成８年には県伝統工芸品認定を受けまし

た。

根付の魅力は、自分がイメージする形が出来上

がっていくところです。また、絵画などと違って

立体の面白さがあります。大変なことは、道具と

材料の確保です。材料には10年前後乾燥させたツ

ゲなどを使うのですが、売られていないので自分

で探さなければなりません。また、彫刻に使う道

具はほとんど手作りです。

これまで続けられたのは、家族の理解や協力が

あったからです。家族にはいつも感謝しています。

根付の魅力は立体工作

総人口 

男 

女 

総世帯 

23,124人　 

11,147人　 

11,977人　 

7,298世帯 

６月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

13人 

22人

59人 

55人 

５月中の異動 

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

高山清一さん

（山大淀）


